
s
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ト
ロ
ッ
コ
列
車
２
両
を
け
ん
引
す
る
新
型
機
関
車
「
宝
く
じ
号
」
。
南
阿
蘇
鉄
道
の
高

森
駅
と
Ｊ
Ｒ
立
野
駅
間
の
17.

７
ｋ
ｍ
を
約
１
時
間
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
走
り
ま
す
（
南
阿
蘇
鉄
道
・
中
松
駅
）

s
白
川
渓
谷
か
ら
架
か
る
鉄
橋
を
渡
る
た
び
に
「
た
か
ー

い
！
」
な
ど
車
内
か
ら
歓
声
が
。
な
か
で
も
「
白
川
第
一

橋
り
ょ
う
」
（
高
さ
約
60
ｍ
）
か
ら
の
眺
め
は
ス
リ
ル
満

点

▲夜峰山をバックに走るトロッコ列車。車内では「わー、牛がいる」「風が気持ちいい」など
乗客の楽しげな声が響きわたります

▲車窓から手が届きそうな位置に桜や菜の花が。窓の外には南阿蘇ののどかな風景が広
がります

 

　
自
然
風
景
の
豊

か
な
南
阿
蘇
を
の

ん
び
り
と
駆
け
て

い
く
真
新
し
い
ボ

デ
ィ
ー
の
ト
ロ
ッ

コ
列
車
。

　
阿
蘇
郡
高
森
町

の
南
阿
蘇
鉄
道
は
、

観
光
ト
ロ
ッ
コ
列

車
を
け
ん
引
す
る

新
型
機
関
車
２
両

を
導
入
、
３
月
24

日
か
ら
運
行
を
開

始
し
ま
し
た
。
新

た
に
導
入
し
た
機

関
車
は
１
両
４
２
０
０
万
円
で
、
全
額
を
日
本
宝
く
じ
協
会

の
助
成
金
で
賄
っ
て
い
ま
す
。
国
鉄
時
代
か
ら
使
用
す
る
従

来
の
機
関
車
の
老
朽
化
に
伴
う
も
の
で
、
新
型
機
関
車
は
旧

型
の
約
３
倍
の
力
を
持
ち
、
３
両
の
ト
ロ
ッ
コ
客
車
（
44
人

乗
り
）
を
け
ん
引
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
ト
ロ
ッ
コ
客
車
も
補
修
を
行
い
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

自
動
ド
ア
を
導
入
し
、
雨
天
時
用
の
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
製

の
簡
易
窓
と
扇
風
機
を
設
置
。
座
席
も
３
人
掛
け
か
ら
２
人

掛
け
に
な
り
、
ゆ
っ
た
り
。
別
に
客
車
１
両
も
新
造
中
で
、

補
修
・
新
造
費
の
合
計
は
３
千
５
百
万
円
。
同
社
の
津
留
恒

誉
専
務
は
「
06
年
度
は
約
３
万
２
千
人
の
お
客
さ
ま
が
利
用

し
ま
し
た
。
ピ
ー
ク
時
に
は
満
席
と
な
る
こ
と
も
多
い
た
め
、

今
年
の
大
型
連
休
に
は
新
造
中
の
客
車
を
加
え
た
３
両
で
運

行
し
た
い
で
す
ね
」。
ト
ロ
ッ
コ
列
車
は
11
月
30
日
ま
で
は
土

日
祝
日
運
行
で
す
が
、
春
・
夏
休
み
、
大
型
連
休
は
毎
日
運

行
し
て
い
ま
す
。

⑥

　
熊
本
空
港
の
愛
称
を

「
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
」

に
―
５
月
２
日
、
空
港

ビ
ル
入
口
に
高
さ
９
ｍ

の
表
示
塔
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　
愛
称
は
「
く
ま
も
と

21
の
会
」
な
ど
、
県
内

18
団
体
で
昨
年
８
月
に

発
足
し
た
熊
本
空
港
愛

称
化
推
進
連
絡
協
議
会

（
金
村
勇
会
長
）
が
県

議
会
へ
の
請
願
や
街
頭

署
名
活
動
を
行
っ
て
い

た
も
の
。
１
月
、
潮
谷

知
事
に
７
万
２
千
人
分

の
署
名
簿
を
添
え
要
望

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
３
月
19

日
に
開
か
れ
た
熊
本
空

港
国
際
線
振
興
協
議
会

（
会
長
・
潮
谷
義
子
知
事
）

と
同
空
港
利
用
促
進
協

議
会
（
同
・
浜
田
康
寛

熊
本
空
港
長
）
の
合
同

会
議
で
、
愛
称
使
用
と

４
月
か
ら
順
次
浸
透
を

図
る
こ
と
を
決
定
。
航

空
各
社
か
ら
は
時
刻
表

や
機
内
誌
の
ル
ー
ト
マ

ッ
プ
、
機
内
ア
ナ
ウ
ン

ス
の
変
更
な
ど
を
検
討

し
て
い
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

関
係
市
町
村
・
団
体
、

企
業
な
ど
へ
の
協
力
要

請
を
行
っ
て
お
り
、
す

で
に
高
速
道
路
・
九
州

自
動
車
道
の
熊
本
イ
ン

タ
ー
出
口
に
は
阿
蘇
く

ま
も
と
空
港
の
看
板
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

徐
々
に
新
愛
称
を
目
に

す
る
機
会
が
増
え
て
い

ま
す
。

　
他
県
で
は
「
高
知
龍

馬
空
港
」
や
「
コ
ウ
ノ

ト
リ
但
馬
空
港
」
な
ど

が
あ
り
、
世
界
的
に
有

名
な
「
阿
蘇
」
を
冠
に

し
た
愛
称
で
熊
本
の
イ

メ
ー
ジ
浸
透
や
観
光
振

興
な
ど
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

▲合同会議の会場に横断幕を広げ、愛
称化の効果などを説明する愛称化推進
連絡協議会のメンバー

s 「阿蘇くまもと空港」に愛称が決ま
った熊本空港。ひときわ目立つ高さ３
７ｍの新管制塔（新空港事務所棟）は
３月に完成

▲5月2日に行われた表示塔除幕
式には潮谷知事など関係者が出席。
同日は記念品やチラシ、記念バッ
グ・シールなどの配布や、太平燕
や高菜めしなどの記念メニューを
提供しました

▲熊本空港ビル入口に設置された表示塔。高さが9
ｍあり、阿蘇を冠した愛称で幅広く熊本のイメージ
浸透を図っていきます

▲福岡などの県外からも多くの人が訪れます。客車の補修で車窓
下部から簡易窓を引き出し可能に（立野駅）

愛
称
を「
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
」に
！

8

観
光
熊
本9

ア
ピ
ー
ル
へ
準
備
進
む

愛
称
を「
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
」に
！

8

観
光
熊
本9

ア
ピ
ー
ル
へ
準
備
進
む

　
目
新
し
い
、
ハ
イ
カ

ラ
な
建
物
が
で
き
る
と

聞
き
、
わ
ざ
わ
ざ
郡
部

か
ら
に
ぎ
り
飯
持
参
で

建
設
現
場
に
足
を
運
ん

だ
見
物
人
も
多
か
っ
た

と
い
い
ま
す
。
１
９
２

４
（
大
正
13
）
年
に
完

成
し
た
「
早
野
ビ
ル
」

（
熊
本
市
練
兵
町
）
は

熊
本
初
の
貸
ビ
ル
。
築

83
年
を
迎
え
た
今
も
、

２
店
舗
、
７
社
の
テ
ナ

ン
ト
が
入
居
す
る
現
役

の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
と
し

て
役
目
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り

３
階
建

て
（
一

部
４
階

建
て
）

で
、
窓

周
り
や

塔
屋
部

分
の
壁

に
施
さ

れ
た
装

飾
が
大

正
期
独

特
の
も

の
と
さ

れ
、
当
時
を
偲
ば
せ
ま

す
。
現
在
、
１
階
に
２

店
、
２
階
か
ら
４
階
に

17
室
の
貸
し
フ
ロ
ア
が

あ
る
が
、
ブ
テ
ィ
ッ
ク

や
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
な

ど
時
代
の8

最
先
端9

を
行
く
入
居
者
も
あ
り
、

彼
ら
の
カ
ラ
フ
ル
な
装

飾
や
部
屋
の
意
匠
が
不

思
議
と
マ
ッ

チ
す
る
、
ま

さ
に8

新
旧

融
合9

の
ビ
ル
。

96
年（
平
成
８
）

年
12
月
、
文

化
庁
の
登
録

有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

t
カ
ジ
ュ
ア
ル
衣
料
「
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
６９
」
を
６
年
前

に
出
店
し
た
松
岡
文
貴
さ
ん
は
古
い
ビ
ル
に
魅
せ
ら
れ

た
入
居
者
の
一
人

▲（株）ジャムクリエイターズファクトリーは３年前に
入居。「いいビルに入ってますねと言われます」と小
山田宗玄社長　

▲４階、塔屋の窓周りに施され
た装飾。ビル外壁の装飾の中で
は最も細やかな造り

▲ビル内には大正、昭和、平成
と長い歴史が醸し出す重厚な空
気が漂う。梁（はり）が見える
天井の高い造りは戦前期に立て
られたビルの特徴

熊
本
最
古
の
貸
ビ
ル
、
今
な
お
現
役

早
野
ビ
ル 

１
９
２
４（
大
正
13
）年
〜

新
型
機
関
車
２
両
を
導
入
、
ト
ロ
ッ
コ
客
車
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

新
型
機
関
車
２
両
を
導
入
、
ト
ロ
ッ
コ
客
車
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

南
阿
蘇
鉄
道

▲練兵町にある早野ビル。建築面積は208㎡。 完成した同じ年、
ビルの前を走る熊本市電が開業しました（熊本駅前－浄行寺、水
道町－水前寺）

働き方あなた流ビジネス 話題のニュースをカメラレポート経 済

2007.06 2007.06


